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野
木
町
賛
歌

～
ふ
れ
あ
い
の
町
～

♪
振
り
返
る
こ
と
を

知
ら
な
い
君
が
い
る

休
む
こ
と
を

知
ら
な
い
あ
な
た
が
い
る

そ
ん
な
二
人
に

似
合
い
の
町
が
あ
る

希
望
に
燃
え
る

ふ
れ
あ
い
の
町

互
い
に
手
を
と
り

た
ず
さ
え
て
歩
く

伸
ば
そ
う

心
の
育
つ
町
よ

私
と
あ
な
た
の

野
木
町
に
生
き
る

し
あ
わ
せ
なよ

ろ
こ
び



（2）

伺
用
語
解
説

産
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

産
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
等
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

産
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
等
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
す
。

産
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
負
債
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

産
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
ご
と
資
金
不
足
額

の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
で

す
。

産
標
準
財
政
規
模

地
方
公
共
団
体
が
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
す
も
の
で
、
標
準
税
収
入

額
等
に
普
通
交
付
税
を
加
算
し

た
額
で
す
。

な
お
、
健
全
化
判
断
比
率
の
い

ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
健
全

化
計
画
」、
財
政
再
生
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
も
、

各
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、
資
金

不
足
比
率
を
監
査
委
員
の
審
査
に

付
し
た
う
え
で
議
会
に
報
告
し
、

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
、
経
営
健
全
化
基
準
以
上
と
な

っ
た
場
合
に
は
、「
経
営
健
全
化
計

画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。野

木
町
の
平
成

年
度
決
算
に

１９

基
づ
く
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と
お

り
、
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
財

政
指
標
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、

財
政
運
営
上
な
ん
ら
問
題
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
持

続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
図

る
た
め
に
は
、
こ
の
指
標
を
分
析

し
、
町
に
と
っ
て
必
要
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
、
ま
た
は
縮
減
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必

要
性
を
判
断
す
る
た
め
、
４
つ
の

指
標
を
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。
地
方
公
共

団
体
は
、
こ
の
指
標
を
前
年
度
の

決
算
に
基
づ
き
算
定
し
、
監
査
委

員
の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会

に
報
告
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
財
政
力
指
数

普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

る
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
た
数
値
の
３

か
年
平
均
で
、
１
に
近
く
、
あ

る
い
は
１
を
超
え
る
ほ
ど
財
政

に
余
裕
が
あ
る
団
体
で
す
。

産
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
指
標
で
、
経
常
的
経
費
に

充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
が
経
常

的
一
般
財
源
総
額
に
占
め
る
割

合
で
す
。

産
自
主
財
源
比
率

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財

源
の
比
率
で
す
。

産
積
立
金
残
高

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
地
方
債
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
、
そ
の
他
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
特

定
目
的
基
金
の
残
高
で
す
。

全国市区町村平均県内市町平均財政再生基準早期健全化基準野木町指 標

―20.0%15.0%―実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

―40.0%20.0%―連結実質赤字比率

12.3%12.0%35.0%25.0%5.5%実質公債費比率

110.4%78.1%350.0%23.5%将来負担比率

経営健全化基準野木町公営企業

20.0%

―農業集落排水事業特別会計資
金
不
足
比
率

―公共下水道事業特別会計

―水道事業会計

※「－」は、赤字または資金不足

を生じていないため、当該数値

については該当なしを表します。



算 出 基 礎
野木町の
偏差値

県内市町
平 均

野木町項 目

基準財政収入額

基準財政需要額
107.20.7880.944１、財政力指数

経常経費充当一般財源等

経常一般財源等収入額＋臨時財政対策債

＋減税補てん債

101.588.887.9２、経常収支比率(％)

自主財源

歳入総額
114.358.675.1３、自主財源比率(％)

(A＋B)－(C＋D）

E－D

122.812.05.5４、実質公債費比率(％)

地方債残高＋債務負担行為額ー積立金残高

住民基本台帳人口（20年3月31日現在）
120.0279,932101,792

５、住民一人当たり
将来財政負担額(円)

積立金残高

住民基本台帳人口（20年3月31日現在）
97.172,71661,323

６、住民一人当たり
積立金残高(円)

（3）

茅
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の

年
度
の
財
政
指
標
を
県

１９

内
市
町
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外

側
に
あ
る
ほ
ど
財
政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

×100

×100

A：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）
B：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕
C：元利償還金または準元利償還金に充てられる特定財源
D：地方債の元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
D：普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額
E：標準財政規模

財政指標で見る町財政の現状
問 町企画財政課 撒(５７)4118

産財政の弾力性(経常収支比率・実質公債費比率）産財政の豊かさ(自主財源比率・財政力指数）
産財政の堅実性(住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。

餐餐餐 斬斬斬財政分析指標
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野
木
町
長
・

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

産
消
防
協
力
者

岩
﨑
宏
之
様

消
防
団
長
表
彰

産
優
良
団
員

本
部
分
団
団
員

寺
内
健
男

本
部
分
団
団
員

須
見
俊
光

第
１
分
団
団
員

荒
井
秀
明

第
１
分
団
団
員

蓬
田
真
也

第
２
分
団
団
員

佐
久
間
圭
太

第
２
分
団
団
員

松
本
隆
博

第
３
分
団
団
員

針
谷

透

第
３
分
団
団
員

鈴
木
孝
治

第
４
分
団
団
員

大
森
将
史

第
４
分
団
団
員

柿
沼
政
士

第
６
分
団
団
員

坂
美
千
雄

第
６
分
団
団
員

森

孝
之

産
優
良
分
団

第
３
分
団

野
木
町
長
表
彰

産
永
年
勤
続
（

年
）

１０

県
消
防
協
会
長
勤
続
章
と
同
じ

産
永
年
勤
続
（
５
年
）

県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長

勤
続
章
と
同
じ

産
永
年
勤
続
消
防
団
員
御
家
族
に

対
す
る
感
謝
状
（
９
年
）

団
本
部
川
島
進
御
家
族
様

団
本
部
鈴
木
武
久
御
家
族
様

団
本
部
鈴
木
誠
御
家
族
様

第
１
分
団
分
団
長
中
村
英
樹
御
家
族
様

第
１
分
団
副
分
団
長
日
向
野
静
一
御
家
族
様

第
１
分
団
班
長
平
澤
圭
御
家
族
様

第
１
分
団
班
長
野
澤
義
孝
御
家
族
様

本
部
分
団
団
員
藤
間
直
樹
御
家
族
様

本
部
分
団
団
員
黒
川
博
御
家
族
様

第
１
分
団
団
員
大
高
和
広
御
家
族
様

第
２
分
団
団
員
川
島
啓
治
御
家
族
様

第
２
分
団
団
員
逆
井
謙
一
御
家
族
様

第
６
分
団
団
員
橋
本
好
弘
御
家
族
様

第
６
分
団
団
員
吉
岡
操
御
家
族
様

産
無
火
災
分
団

第
４
分
団

第
６
分
団

産
優
良
防
火
管
理
事
業
所

社
会
福
祉
法
人
延
寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
虹
の
舎
様

栃
木
県
消
防
協
会

下
都
賀
支
部
長
表
彰

産
功
績
章
（
８
年
）

第
３
分
団
分
団
長

菅
野
茂
宏

第
２
分
団
分
団
長

金
原

徹

第
６
分
団
分
団
長

長
澤

亮

第
１
分
団
団
員

野
澤
宏
次

第
１
分
団
団
員

新
井

守

第
１
分
団
団
員

青
木
一
浩

第
２
分
団
団
員

寺
田
一
成

第
６
分
団
団
員

七
五
三
掛
孝
夫

第
６
分
団
団
員

七
五
三
掛
貴
久

第
６
分
団
団
員

小
林
心
悟

産
勤
続
章
（
５
年
）

第
４
分
団
分
団
長

三
橋

崇

第
４
分
団
副
分
団
長

岩
﨑

徹

本
部
分
団
副
分
団
長

渡
辺
昌
文

第
６
分
団
副
分
団
長

鈴
木
規
郎

本
部
分
団
班
長

波
多
野
康
広

第
２
分
団
班
長

知
久
敦
則

第
２
分
団
班
長

木
村
崇
則

第
３
分
団
班
長

小
野

誠

第
３
分
団
班
長

近
藤

亘

第
４
分
団
班
長

井
上
大
輔

第
６
分
団
班
長

関
根
忠
尚

第
１
分
団
団
員

古
橋
宣
充

第
１
分
団
団
員

大
高
章
明

第
１
分
団
団
員

廣
瀬
和
章

第
１
分
団
団
員

関
根

毅

第
３
分
団
団
員

岡
村
康
宏

第
４
分
団
団
員

舘
野
雅
彦

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
た

月
１
日
、
恒
例
の
消
防

１１

団
の
通
常
点
検
が
、
町
総
合
運
動

公
園
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。団

長
の
指
揮
の
も
と
、団
員
た

ち
は
規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
・
機

械
器
具
・
ポ
ン
プ
操
法
・
放
水
な
ど

の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、こ

の
席
上
で
各
種
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、駅
前
東
大
通
り
に
お
い

て
分
列
行
進
を
行
い
、通
常
点
検

が
終
了
し
ま
し
た
。

受
賞
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

栃
木
県
知
事
表
彰

産
模
範
消
防
団
員

第
２
分
団
団
員

小
川

治

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

産
勤
続
章
（

年
）

１０

本
部
分
団
団
員

永
田

清

第
２
分
団
団
員

関
澤
信
行

第
２
分
団
団
員

間
明
田
勝
利

第
６
分
団
団
員

清
水
憲
太
郎

第
６
分
団
団
員

島
田
悟
司

火火
災
に
備
え

火
災
に
備
え
てて

消
防
団

消
防
団
のの

通
常
点

通
常
点
検検

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

藍
綬
褒
章
～
消
防
功
績
～

現
野
木
町
消
防
団
長

寶
ほう

示
じ

戸
と

英
ひで

夫氏
お

佐川野上（６1歳）
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消
防
団
は
、
地
域
に
お
い
て
防

災
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
町
を
愛
す
る
一
人
ひ

と
り
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
地
域

の
防
災
は
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

野
木
町
消
防
団
は
６
つ
の
分
団

で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員
数
は

１
３
４
人
で
す
。

歳
代
か
ら

２０

５０

歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
で
構
成

さ
れ
て
お
り
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
常
に

訓
練
や
巡
回
広
報
等
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

月

日
、
町
総
合
運
動
公
園
多

１０

１８

目
的
広
場
で
、
第

回
消
防
団
ポ
ン

３１

プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
実
際
に
水
出
し
操
法
が
行

わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
技
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

成

績

酸
団
体
の
部

優

勝
／
第
１
分
団

準
優
勝
／
第
３
分
団

第
３
位
／
第
４
分
団

酸
個
人
の
部
（
優
秀
選
手
）

指
揮
者

中
村
英
樹

（
第
１
分
団
）

１
番
員

吉
田

孝

（
第
４
分
団
）

２
番
員

荒
籾
進
一

（
第
３
分
団
）

３
番
員

三
橋

浩

（
第
４
分
団
）

４
番
員

難
波
将
俊

（
第
４
分
団
）

シリーズ
野木町消防団134名の精鋭たち

入
団
資
格

産
町
内
に
居
住
す
る
方
、
ま
た
は

勤
務
す
る
方

産
年
齢
は

歳
以
上
の
方

１８

産
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健

な
方

活
動
内
容

産
火
災
予
防
活
動

産
火
災
消
火
活
動

産
水
防
活
動

産
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

産
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な

教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限

２
月
６
日

待

遇

産
報
酬
な
ど
の
支
給

（
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職

員
と
な
り
、
役
職
に
応
じ
た
年

俸
と
在
籍
年
数
に
応
じ
た
退
職

報
償
金
制
度
）

産
公
務
災
害
補
償
制
度

産
研
修
制
度

産
被
服
貸
与

産
表
彰
制
度

問
町
総
務
課

撒
（

）
４
１
５
９

５７

自
分
の
町
は

自
分
で
守
る
鎧

規規律正しく迅速規律正しく迅速にに概概

第３１回町消防団ポンプ操法大第３１回町消防団ポンプ操法大会会
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スキー＆スノボ講習会

白銀の世界でのウィンタースポー

ツを楽しみましょう鎧

日 時 １月３１日（土）午前５時出発

会 場 会津高原だいくらスキー場

対 象 町在住在勤者の小学生以上

（小学３年生以下は保護者同伴）

※スクールに参加すること

講 師 町スキー協会指導員

スキー場インストラクター

交 通 貸切バス２台

定 員 先着７０名

参加料

纂中学生以上

Ａコース５０００円（リフト・昼食代）

Ｂコース６０００円

（リフト・昼食代・レンタルスキー）

纂小学生

Ｃコース40００円（リフト・昼食代）

Ｄコース50００円

（リフト・昼食代・レンタルスキー）

※レンタルスノーボードは５００円増

※レンタルウェア２０００円

（上下・帽子・手袋・ゴーグル）

申込開始 １２月１６日～

※定員になり次第締切

申込方法

参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

おはなし会

■

日 時 １２月５日（金）

午前１１時～１１時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 グレース森

■

日 時 １２月９日、１６日(火）

午前１１時～１１時２０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 ピノキオ

■

日 時 １２月２０日（土）

午後２時～２時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

プログラム 絵本と紙しばい 他

対 象 ４歳位から小学生

ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「ムーミン谷のクリスマス」

日 時 １２月２７日（土）

午後２時～３時

会 場 ２階ホール

対 象 ５歳以上

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸し出しま

すのでご利用ください。

ただし、児童書中心でビデオテー

プの貸し出しは行っていません。

１２／５ 友沼小 １３：１０～１４：１０

１２／１０ 南赤塚小 １３：００～１４：００

１２／１１ 新橋小 １３：２０～１４：２０

１２／１６ 佐川野小 １３：１５～１４：００

１２／１８ 野木小 １３：００～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞

産大地震発生その時どうする？

サバイバルブック （国崎信江）

産オールミッション２ （山田悠介）

産狂い咲き正宗 （山本兼一）

産告白 （湊かなえ）

＜児童書＞

産魔女スピカからの手紙 （あんびるやすこ）

産崖の上のポニョ （宮崎駿）

和太鼓ＬＩＶＥｉｎ野木

～明日への響き～

壮大な和太鼓の響きを皆様に体験

していただけるようにと第１６回図書

館コンサートを開催します。

日 時 １２月２１日（日）午後３時～

会 場 ２階視聴覚ホール

演奏者 谷口武芳さん（市貝町在住）

曲 目 「ＹＡＭＡＴＯ」

「和魂」「笛の調べ」 他

対 象 小学生以上の町在住在勤者

定 員 先着４０名程度

申込期間 １２月３日～１７日

申込方法 図書館へ（電話可）

リサイクル市

廃棄等予定資料の有効利用を図る

ため、リサイクル市を開催します。

日 時 １２月１３日（土）

午前９時３０分～午後４時

１２月１４日（日）～１８日（木）

※１５日（月・休館日）を除く

午前９時３０分～午後５時

会 場 ２階ホール

出 展 本・雑誌

対 象 町在住者（１人５点まで）

※１４日以降は、町外者可で冊数制限

なし。袋は各自持参ください。



オカリナ初心者講座

町文化協会洋楽部主催の講座です。

持ち方から始め、『コンドルは飛んで

いく』まで挑戦します。

日時・内容 プログラム参照

会 場 町公民館

受講料 ８０００円（教材費・用具代）

２０００円（オカリナ(ＳＦ管)

を持っている方）

対 象 町在住在勤者

定 員 先着２０名

申込期間 １２月８日～１２日

申込方法 受講料を添え町公民館へ

問町公民館 撒（５７）４１８８

パソコン・サロン

日 時 １２月11日（木）

午後１時～４時

１２月20日（土）

午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室

申込不要

問町公民館 撒（５７）４１７７

THEEKIDEN

～第37回町駅伝大会～

日 時 １月１８日（日）

小雨・小雪決行（順延なし）

会 場 町公民館集合

町内コース（図のとおり）

参加資格・チーム編成

算小中学生の部は、町内の小中学生

算一般女子・一般男子の部に小中学

生の出場は認めない

算壮年男子・一般男子の部に女子２

名までの出場は認める

算一般男女・壮年の部は、町在住在

勤者が半数以上とする

種目・人数・参加料

産小学生男子・女子、中学生女子の部

１チーム５名 １５００円

産一般女子の部

１チーム５名 ２０００円

産中学生男子の部

１チーム７名 ２０００円

産一般男子・壮年男子（４０歳以上）の部

１チーム７名 ３０００円

申込期間 １２月２日～２４日

申込方法

参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

（7）
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駅伝コース図
プログラム

内 容日 時回

・低い音の出し方
・『聖者の行進』

１/１６（金）
１４:０0～１６:００

１

・高い音の出し方
・『若者たち』

１/２３（金）
１４:０0～１６:００

２

・タンギング
・『夏の思い出』

１/３０（金）

１４:０0～１６:００
３

・高い音域
・『エーデルワイス』

２/６（金）
１４:０0～１６:００

４

・スタッカートとスラー
２/１３（金）
１４:０0～１６:００

５

・『ふるさと』
・『コンドルは飛んでいく』

２/２７（金）
１４:０0～１６:００

６

・まとめ
３/６（金）
１４:０0～１６:００

７

※内容変更の場合があります。
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た
か
ら
で
す
。
み
ん
な
で
ぼ
う
し

を
か
ぶ
っ
た
カ
メ
を
作
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
も
作
っ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。

【

慨

】

１０

１０

町
小
中
合
同
音
楽
会

６
年

岩
崎

い
わ
さ
き

真
子
ま
こ

音
楽
会
は
、
み
ん
な
で
一
つ
の

曲
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
初
め
て
で
き
た
時
、
う
れ

し
く
て
感
激
し
ま
し
た
。
本
番
で

は
、
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
り
、
今
ま
で
練
習
し
た
中
で
も

サ
イ
コ
ー
の
発
表
が
で
き
ま
し
た
。

６
年

田
村
た
む
ら

瑠
里
る
り

私
は
、
演
奏
し
て
い
る
時
、
緊

張
と
不
安
が
重
な
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
こ
れ
ま
で
練
習
し

た
こ
と
が
今
発
揮
さ
れ
る
と
思
い
、

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
本
番
で
は
、

自
分
の
力
を
発
揮
で
き
、
や
っ
た
、

気
持
ち
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

の
で
起
き
ら
れ
る
か
な
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
も
、
二
日
目
の
野
外

調
理
が
楽
し
み
で
、
自
分
か
ら
起

き
ら
れ
ま
し
た
。
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。

【
９
慨

～

】

１７

１９

５
年
臨
海
自
然
教
室

５
年

黒
須
く
ろ
す

巧
た
く
み

ぼ
く
は
、
宿
泊
学
習
で
初
め
て

体
験
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
塩
づ
く
り
で
は
、
海
水

を
く
む
時
に
海
水
に
足
を
入
れ
る

と
冷
た
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
で

す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
上
手
く

塩
が
作
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

５
年

阿
久
津

あ
く
つ

朱
里
じ
ゅ
り

私
が
宿
泊
学
習
で
一
番
心
に
残

っ
た
の
は
砂
の
造
形
で
す
。
な
ぜ

一
番
心
に
残
っ
た
か
と
い
う
と
、

班
の
み
ん
な
と
協
力
し
助
け
合
え

【

慨
２
～
３
】

１０３
・
４
年
宿
泊
学
習

３
年

黒
須
く
ろ
す

千
衣
里

ち
え
り

宿
泊
学
習
で
一
番
楽
し
か
っ
た

の
は
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
の
で
、「
さ

ん
ぽ
」
を
歌
い
な
が
ら
行
き
ま
し

た
。
先
生
た
ち
が
い
き
な
り
出
て

き
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ま
た
や
り
た
い
で
す
。

４
年

舘
野
ま
ひ
る

た
て
の

私
は
、
宿
泊
学
習
に
行
っ
て
心

に
残
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

先
生
た
ち
が
お
ば
け
に
な
っ
て
お

ど
か
し
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
こ
わ
か
っ
た
け
ど
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

４
年

穂
積
ほ
づ
み

優ゆ
う

私
は
、
宿
泊
学
習
で
心
配
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
朝

い
つ
も
起
こ
し
て
も
ら
っ
て
い
た

２
年

老
沼

お
い
ぬ
ま

佑
人
ゆ
う
と

ぼ
く
は
「
く
ぐ
っ
て
と
ん
で
」

を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
友
だ
ち
に

ぬ
か
さ
れ
な
く
て
一
い
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
お
母
さ
ん
に
、

「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
。２

年

鈴
木
す
ず
き

愛
梨
あ
い
り

わ
た
し
は
ダ
ン
ス
を
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
上
手
に
お
ど
れ
て
よ
か

っ
た
で
す
。
三
年
生
に
な
っ
て
も

上
手
に
お
ど
り
た
い
で
す
。
う
ん

ど
う
会
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

３
年

岩
崎

い
わ
さ
き

里
咲
り
さ

私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

「
ヘ
ル
プ
ミ
ー
」
で
す
。
い
つ
も

お
そ
い
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
走
っ
た
の
で
一
位
に
な
れ

ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

楽
し
か
っ
た
学
校
行
事

【
９
慨

】
２７

佐
川
野
っ
子
ふ
れ
あ
い
大
運
動
会

１
年

舘
野
た
て
の

莞か
ん

ぼ
く
は
、
う
ん
ど
う
か
い
で

「
く
ぐ
っ
て
と
ん
で
」
が
た
の
し
か

っ
た
で
す
。
ぼ
う
る
が
う
ま
く
は

さ
め
な
か
っ
た
か
ら
一
ば
ん
に
は

な
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。１

年

平
野
ひ
ら
の

優
香
ゆ
う
か

わ
た
し
は
、
う
ん
ど
う
か
い
で

「
く
ぐ
っ
て
と
ん
で
」
を
や
っ
て
た

の
し
か
っ
た
で
す
。
わ
け
は
一
と

う
し
ょ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
か
ら
で
す
。
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この春、野木神社の南側に開設された小規模多機能型居宅介護事業所「こも

れびの舎」（℡５５‐１４００）を訪ねてみました。施設の概要や運営方針などを管理
いえ

者の酒井さんに熱く語っていただきました。

この施設を利用できるのは、野木町在住で介護保険の認定を受けていること

が必要です。看護師や介護士などの資格を持つ９人のスタッフが、「共に笑い・

共に感じ・共に生きる」を理念として現在１９名の方々のお世話をしているそう

です。自宅からの通いサービスを中心とした利用が主ですが、様態や希望によ

り宿泊することもできるそうです。まず案内していただいたのは、バリアフリ

ー化された広々とした浴室です。床暖房や機械浴などの設備もあり、春には近

くの満開の桜が入浴しながら楽しめたそうです。清掃がゆきとどいた浴室で

「私も入ってみたい」と思いました。次は５部屋ほどある宿泊個室です。１室

あたり約１１㎡と、ゆったり感を味わえるのではないかなと感じられました。そ

してキッチンはＩＨクッキングヒーターで安全にも配慮されていました。ここ

で私が感心させられたのは簡単な調理を利用者にも手伝っていただいていると

いうところです。「食器洗いなど何らかの役割を担っていただいています」と酒

井さんの説明がありました。「ここでは自分は役に立っている！」と、生き生き

として手伝っている姿を拝見させていただきました。最後は約６１㎡ のリビン

グダイニングでした。ここは施設の中でも一番楽しいスペースです。たまたま

利用者全員で風船バレーの真っ最中でした。いろいろなレクリェーションに興

ずる姿はとても楽しそうでした。知り合いの方に声をかけると、「ここにいると

一日があっと言う間に過ぎちゃうよ」との感想もいただきました。春にはお花

見やピクニック、夏には花火、秋にはミニ運動会や菊まつりなどイベント企画

も満載だそうです。お話を伺っているだけでなんだか心うきうきになってしま

いました。

高齢者の仲間入りをとうに果たしているわが身を振り返ってみると、自宅で

可能な限り暮らし続けられるような生活支援を目的としたこのような施設がこ

の町にもたくさんできることを望みます。スタッフの皆さんの介護サービスに

かける熱い思いに心打たれるものを感じさせられた貴重な一日でした。このよ

うな施設が成功するか否かはスタッフの熱意によるものが大きいのではないか

と再認識させられました。

施設見学や体験利用は随時受け付けているので気軽に相談してくださいとの

ことでした。また、利用者のお世話に当たるボランティアも募集しているよう

です。毎日でなくても良いそうなので、興味

のある方は申し出てみてはいかがでしょうか。

私自身も続けている読み聞かせボランティア

活動を子どもたちだけではなくて、このよう

な施設利用者へと広げてみることができない

ものかと考えながらこもれびの舎を後にしま

した。

もうひとつの家

もうひとつの家族
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年
末
年
始
業
務
案
内

町
役
場
窓
口

年
末
年
始
の
、

月

日
（
土
）～

１２

２７

１
月
４
日
（
日
）、
町
役
場
は
休
み
に

な
り
ま
す
。

休
み
に
入
る
前
の

月

日
と
、

１２

２６

業
務
開
始
の
１
月
５
日
は
、
特
に
窓

口
が
混
み
合
い
ま
す
。
こ
の
日
は
避

け
て
、
で
き
る
だ
け
前
も
っ
て
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
交
付
機
（
磁
気
カ
ー
ド
で
住

民
票
と
印
鑑
証
明
交
付
）
の
利
用
は
、

停
電
や
保
守
点
検
以
外
は
毎
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
含
む
）
利
用
で
き
ま

す
。
午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

３０

分
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

３０休
み
中
の
届
出

町
役
場
が
休
み
の
間
で
も
、
出
生

届
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
等
の
戸
籍
届

出
は
当
直
職
員
が
扱
い
ま
す
。

※
夜
間
（
午
後
５
時

分
～
午
前
８

３０

時

分
）
は
、
次
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

３０
夜
間
連
絡
先

日
月
警
備
保
障
栃
木
㈱

撒
０
２
８
５（

）
６
７
５
１

２３

問
町
住
民
課

撒（

）
４
１
２
６

５７

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の

１２
出
や
す
い
時
期
で
す
。
ご
み
収
集
が

休
み
に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご
み
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く

み
取
り
等
は
、
次
の
と
お
り
休
み
に

な
り
ま
す
。

栢
ご
み
収
集
を
休
む
期
間

月

日（
水
）～
１
月
４
日（
日
）

１２

３１

※
事
業
所
の
ご
み
収
集
も
同
期
間
に

休
み
と
な
り
ま
す
。

栢
し
尿
く
み
取
り
等
を
休
む
期
間

月

日（
土
）～
１
月
４
日（
日
）

１２

２７

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
１

５７

そ
の
他
の
公
共
施
設

町
役
場
以
外
の
公
共
施
設
等
の
年

末
年
始
休
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

算

月

日
（
土
）～
１
月
４
日
（
日
）

１２

２７

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

・
新
橋
児
童
館

・
町
公
民
館
（
※
）

・
町
体
育
セ
ン
タ
ー
（
※
）

・
町
武
道
館
（
※
）

・
町
弓
道
場
（
※
）

・
丸
林
中
央
公
園
運
動
場
占
用
使
用
（
※
）

・
あ
じ
さ
い
公
園
運
動
場
占
用
使
用
（
※
）

・
篠
山
運
動
場
（
※
）

算

月

日
（
土
）～
１
月
５
日
（
月
）

１２

２７

・
町
総
合
運
動
公
園
（
※
）

解
（
※
）の
施
設
は

月

日
（
金
）の

１２

２６

使
用
は
午
後
５
時
ま
で
。

算

月

日
（
日
）～
１
月
４
日
（
日
）

１２

２８

・
丸
林
保
育
所

・
丸
林
保
育
所
分
園

・
犬
の
広
場
ド
ッ
グ
ラ
ン

算

月

日
（
月
）～
１
月
３
日
（
土
）

１２

２９

・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

・
町
立
図
書
館

樫
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は

月
１２

日
が
休
館
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

２８
日
を
書
架
整
理
日
と
し
て
休
館

２６し
、

日
は
開
館
し
ま
す
。

２８

ゆ
～
ら
ん
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
２０

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

窓
口
案
内
（
き
ら
り
・
ナ
ビ
）

を
実
施
し
て
い
ま
す

町
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
て
、

月
よ
り
役
場
本
館
庁

１１

舎
入
口
付
近
に
窓
口
案
内
（
愛
称
…

き
ら
り
・
ナ
ビ
）
を
設
け
ま
し
た
。

来
庁
者
が
多
い
週
始
め
と
週
末
の

午
前
の
２
時
間
と
午
後
の
２
時
間
、

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

役
場
来
庁
の
際
、「
ど
こ
の
課
へ
行

っ
た
ら
？
」
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
案
内
係
に
気
軽

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

窓口案内（きらり・ナビ）

週始めと週末の

午前の２時間と

午後の２時間

案内する曜日

役場本館庁舎入口

（住民課前）
案内係設置場所

「きらり・ナビ」は、町長の所信表明中の

「小さくともきらりと光る町」から名づけ

られたものです。



入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
受
付

・

年
度
に
町
が
発
注
す
る
工

２１

２２

事
等
の
入
札
や
見
積
も
り
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
業
者
は
、
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
書
類

要
項
を
ご
覧
の
う
え
、
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
項
・

様
式
等
は
町
総
務
課
で
配
布
の
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手

で
き
ま
す
。

業

種
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
、
物
品
・
役
務

受
付
期
間

１
月

日
～

日

１４

２８

（
土
日
・
祝
日
除
く
）

受
付
時
間

午
前
9
時
～
正
午

午
後
1
時
～
4
時

受
付
方
法

町
総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送

（
書
留
に
限
る
。
１
月

日
付
消
印

２８

有
効
）

問
町
総
務
課

撒（

）
４
１
１
２

５７

国
民
健
康
保
険
優
良
世
帯
表
彰

年
度
中
に
、
１
年
間
医
療
機
関

１９
等
を
利
用
し
な
か
っ
た
国
民
健
康
保

険
優
良
世
帯（
４
世
帯
）
に
記
念
品
を

贈
呈
し
表
彰
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

生
活
習
慣
な
ど
を
見
直
し
て
、
健
康

な
生
活
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

表
彰
規
定

①
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

過
去
１
年
間
医
療
機
関
等
を
利
用
し

な
か
っ
た
世
帯

②
被
保
険
者
数
が
３
人
以
上
の
世
帯

③
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

※
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

選
考
を
経
て
、
町
長
が
決
定
し
ま
す
。

表
彰
実
績

年
度

６
世
帯

１８
年
度

４
世
帯

１９
年
度

４
世
帯

２０

問
町
住
民
課

撒（

）
４
１
３
６

５７

お知らせ
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人

権

標

語

な
い
て
た
ら

ぼ
く
は
言
え
る
よ

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

南
赤
塚
小
学
校

針は
り

谷が
や

修
し
ゅ
う

平へ
い

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

19

ね
ん
き
ん
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

月
中
旬
ご
ろ
送
付
さ
れ
た

１１

「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」

と
は
？

Ａ
あ
な
た
が
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
の
１
年
間
の
納
付
額
を

証
明
す
る
書
類
（
ハ
ガ
キ
）で
す
。

勤
務
先
で
の
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
使
い
ま
す
。

燕

燕

燕

伺
ポ
イ
ン
ト
そ
の
１

今
年
１
月
１
日
か
ら

月
１
日

１０

ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て

あ
り
ま
す
。

伺
ポ
イ
ン
ト
そ
の
２

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
対
象
に
な
り

ま
す
。

伺
ポ
イ
ン
ト
そ
の
３

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受

け
る
に
は
、
申
告
書
提
出
の
際
に

控
除
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を

添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

伺
ポ
イ
ン
ト
そ
の
４

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

社
会
保
険
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。燕

燕

燕

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）
６
０
７
４

２２

町
住
民
課

撒
（

）
４
１
４
１

５７



住
民
税
の
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）」
に
つ
い
て

毎
年
申
告
が
必
要
で
す

年
に
行
わ
れ
た
税
源
移
譲
に
よ

１９
り
所
得
税
額
が
減
少
す
る
結
果
、

①
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
」
が

「
所
得
税
額
」
よ
り
大
き
な
金
額
と
な

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た

②
税
源
移
譲
前
の
税
制
に
お
い
て
も

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
控
除
し

き
れ
な
い
額
が
大
き
く
な
っ
た

な
ど
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
、

移
譲
前
の
所
得
税
額
に
お
い
て
控
除

で
き
た
額
と
同
等
の
負
担
減
と
な
る

よ
う
に
個
人
住
民
税（
所
得
割
）の
減

額
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
措
置
は

年
度
分
か
ら

年
度

２０

２８

分
ま
で
の
住
民
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

対

象年
か
ら

年
ま
で
の
間
に
居
住

１１

１８

し
た
方
で
①
、
②
に
該
当
す
る
方

※
年
末
調
整
で
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
済
み
の
方
は
、

年
分
源
泉

２０

徴
収
票
の
源
泉
徴
収
税
額
欄
が
０
円

で
、
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
の
額
よ

り
摘
要
欄
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
可
能
額
が
大
き
い
場
合
、
申
告
対

象
。

計
算
方
法

申
告
期
限

３
月

日
ま
で

１６

※
期
限
後
申
告
は
、
納
税
通
知
書
が

送
達
さ
れ
る
と
き
ま
で

申
告
書
提
出
先

①
年
末
調
整
の
み
の
方

額
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
市
町
村
へ

②
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

額
税
務
署
経
由
で
市
町
村
へ

申
告
書
の
配
布
場
所

町
税
務
課（
準
備
中
）

※
申
告
書
は
２
種
類
、
３
枚
複
写
。

①「
確
定
申
告
さ
れ
る
方
用
」

②「
給
与
収
入
の
み
で
確
定
申
告
書

を
提
出
し
な
い（
年
末
調
整
の
み
）

方
用
」

※
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
申
告

書
作
成
ツ
ー
ル
」
を
利
用
し
て
申
告

書
作
成
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

源
泉
徴
収
票（
写
し
不
可
）・
印
鑑
・

住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
（
証
明

書
は
不
要
）
・
居
住
開
始
年
月
日

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
２

５７

農
業
所
得
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

年
分
の
農
業
所
得
か
ら
全
て
の

１８
方
が
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
２
月
か
ら
の
確
定

申
告
期
間
中
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

収
支
計
算
と
は
、
１
年
分
の
農
業

に
関
す
る
収
入
金
額
や
必
要
経
費
等

を
記
帳
し
て
、
そ
の
記
帳
に
基
づ
い

て
所
得
を
申
告
す
る
方
法
で
す
。
申

告
の
際
、「
収
支
内
訳
書
」（
１
月
～
１２

月
分
の
収
入
・
経
費
等
を
記
載
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
収
支
内
訳
書
は
送
付
い
た

し
ま
せ
ん
。
事
前
に
必
要
な
方
は
町

税
務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
２

５７

所
得
申
告
参
考
資
料
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で

口
座
振
替
の
方
に
は
、
来
年
１
月
末

頃「
口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
」を
郵

送
す
る
予
定
で
す
が
、
年
末
調
整
等

で
事
前
に
必
要
な
方
は
町
税
務
課
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
税

義
務
者
等
で
口
座
振
替
の
方
に
つ
い

て
も
、
来
年
１
月
末
頃
「
口
座
振
替

領
収
済
通
知
書
」
を
郵
送
す
る
予
定

で
す
が
、
年
末
調
整
等
で
事
前
に
必

要
な
方
は
町
住
民
課
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
来
庁
の
際
は「
納
税
通
知
書
」及
び

「
身
分
を
証
明
す
る
も
の
」（
運
転
免

許
証
、保
険
証
等
）を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
１

５７

町
住
民
課

撒（

）
４
１
３
６

５７

（12）
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お知らせ

＝

※移譲前、移譲後の所得税額

ともに、住宅借入金等特別税

額控除適用前の所得税額

住宅ローン控除額

税源移譲後の税率で

算出した所得税額
－

前年分の所得税の住宅借入金等

特別税額控除額
①

②
税源移譲前の税率で算出した

前年分の所得税額

①または②の少ない方の金額



市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

２
０
０
８
冬

納
税
ま
っ
た
な
し
外

★
全
県
下
一
斉
の
取
り
組
み

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、

月
か
ら

月
を「
市
町
村

１１

１２

税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、栃
木
県

地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
の
協

働
に
よ
り
、全
県
下
一
斉
に
徴
収
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧

野
木
町
は
住
民
の
皆
様
の
自
主
的

な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。納
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付

が
な
い
場
合
は
、差
押
財
産
等
の
調

査
、滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
訪

問
・
捜
索
、自
動
車
等
の
財
産
の
滞
納

処
分（
差
押
・
公
売
な
ど
）、を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。滞
納
処
分

を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、皆
様

の
自
主
的
な
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
税
収
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

算
納
税
相
談

町
税
等
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

算
納
税
催
告

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

方
に
対
し
、
督
促
状
・
催
告
書
等
の

送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤

務
先
訪
問
を
行
い
ま
す
。

算
財
産
調
査

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公

署
、
金
融
機
関
、
保
険
会
社
、
通
信

機
関
等
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

算
給
与
調
査

滞
納
者
の
給
与
を
差
押
す
る
た
め
、

勤
務
先
に
対
し
給
与
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

算
差
押
処
分

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、

給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な
ど
の
差
押

を
行
い
ま
す
。
差
押
後
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
差
押
財
産
の
公
売
・
取

立
を
行
い
ま
す
。

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
４

５７

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

自
動
車
税
等
の
滞
納
の
た
め
差
押

え
た
電
話
加
入
権
等
を
公
売
し
ま
す
。

日

時

月

日（
木
）

１２

１８

午
前
９
時

分
～

４５

場

所

県
庁
下
都
賀
庁
舎

第
１
別
館
２
階
大
会
議
室

（
栃
木
市
神
田
町
６
‐
６
）

※
持
参
す
る
も
の
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）
３
４
１
１

２３

自
衛
隊
生
徒
募
集

横
須
賀
市
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
少

年
工
科
学
校
に
入
校
し
、
３
年
間
の

教
育
履
修
後
に
は
高
等
学
校
卒
業
の

資
格
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。
陸

上
自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
給
与
・
手

当
を
支
給
さ
れ
な
が
ら
、
高
等
学
校

教
育
を
受
け
る
制
度
で
す
。
新
年
度

か
ら
制
度
が
変
わ
る
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

年
４
月
１

２１

日
現
在
、

歳
以
上

歳
未
満
の

１５

１７

男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は

年
３
月
に
中
学
校
卒
業
見
込
み

２１の
方

受
付
期
限

１
月
６
日
ま
で

採
用
予
定
数

約
２
５
０
名

試
験
期
日

１
月

日（
土
）

１０

※
受
験
会
場
は
連
絡
し
ま
す
。

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）
４
７
６
３

２５

製
造
事
業
者
の
皆
様
へ

経
済
産
業
省
で
は
、「
工
業
統
計
調

査
」
を

月

日
現
在
で
実
施
し
ま

１２

３１

す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
の
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
や
、
企
業
・
大
学

・
小
・
中
・
高
校
の
資
料
や
教
材
な

ど
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）
２
２
５
０

町
企
画
財
政
課
撒（

）
４
１
１
６

５７

お知らせ

（13）



（14）

生
活
習
慣
病
健
診

受
診
者
募
集

１
月
及
び
２
月
実
施
の
健
診
に
空

き
が
あ
り
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
・
対
象
・
募
集
数

算
１
月

日
（
金
）

若
干
名

３０

酸
子
宮
が
ん
検
診

→

歳
～

歳
の
女
性
の
方

２０

２９

酸
基
本
健
診
、
各
種
が
ん
検
診

→

歳
～

歳
の
方

３０

３９

※
基
本
健
診
は
社
会
保
険
本
人
の
方

は
除
き
ま
す
。

酸
各
種
が
ん
検
診

→

歳
～

歳
で
野
木
町
国
民
健

４０

７４

康
保
険
以
外
の
方

算
２
月

日
（
木
）

若
干
名

１９

酸
基
本
健
診
、
各
種
が
ん
検
診

→

歳
以
上
の
方
及
び
後
期
高
齢

７５
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

申

込
電
話
ま
た
は
来
庁
の
う
え
町
健
康

福
祉
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
今
年
度
す
で
に
受
診
さ
れ
た
方
は

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）
４
１
７
１

５７

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・

性
感
染
症
検
査

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｈ

Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
、
性
感
染
症
検
査

（
梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」（

月
１２

１
日
）
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
夜

間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

日

時

産
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
～
２
時

産
夜
間
検
査

月
２
日
、
９
日（
火
）

１２午
後
６
時
～
７
時

※
予
約
不
要

場

所

県
庁
小
山
庁
舎
本
館
２
階

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

内

容

血
液
検
査

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

→
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら

８
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

・
梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

→
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら
４

週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

料

金

原
則
無
料

結

果

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
梅
毒
検
査
は
、

採
血
後
約

分
で
結
果
が
分
か
り

３０

ま
す
。
結
果
に
よ
っ
て
は
再
度
来

所
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
は
、
検
査

の
翌
週
水
曜
日
の
午
前
中
に
本
人

に
伝
え
ま
す
。
受
診
時
の
申
し
出

に
よ
り
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
が

可
能
で
す
。

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５（

）
１
２
１
９

２２

学
悠
館
高
校
学
校
説
明
会

フ
レ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
県
立

学
悠
館
高
等
学
校
は
県
内
初
の
単
位

制
高
校
と
し
て
、
４
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
多
様
な
生
徒
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
対
応
し
た
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
学
校
で
す
。

学
校
概
要
と
入
学
・
転
入
学
・
編

入
学
試
験
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日

時月

日
、
１
月

日（
水
）

１２

１７

２１

午
後
３
時
～
４
時

分
５０

会

場
学
悠
館
高
等
学
校

（
栃
木
市
沼
和
田
町
２
‐
２
）

対

象
入
学
・
転
入
学
・
編
入
学
希
望
者

保
護
者
等

申

込
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
電
話
で
学
校
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
悠
館
高
等
学
校

撒
０
２
８
２（

）７
０
７
３

２０

姉
０
２
８
２（

）
９
２
９
９

２４
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金額検診項目

1000円
基本健診（後期高齢者医療
制度加入の方は無料）

500円胃がん検診

200円肺がん検診（X線検査）
肺がん検診（喀痰検査） 500円

300円大腸がん検診

300円前立腺がん検診（50歳以上の男性）

500円子宮がん検診（頚部検査）

3500円
全額自己負担
（昭和奇数年生まれの方）

500円乳がん検診

4800円
全額自己負担
（昭和奇数年生まれの方）



国
際
交
流
協
会
の
催
し

世
界
の
言
葉
の
旅
シ
リ
ー
ズ

韓
国
語
入
門
講
座
（
第
二
回
）

外
国
人
講
師（
留
学
生
）を
招
い
て
、

好
評
の
「
韓
国
語
入
門
講
座
」を
開
催

し
ま
す
。
初
め
て
の
方
に
向
い
て
い

ま
す
。
中
・
高
校
生
か
ら
一
般
の
方

ま
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日

時

月

日
、

日（
日
）

１２

１４

２１

午
前

時

分
～
正
午

１０

３０

場

所

町
公
民
館

定

員

先
着
６
名

受
講
料

２
０
０
円

申

込月
５
日
～

日
に
受
講
料
を
添

１２

１０

え
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ

世
界
の
料
理
シ
リ
ー
ズ

ド
イ
ツ
ク
ッ
キ
ー
教
室

昨
年
好
評
だ
っ
た
、
ド
イ
ツ
と
チ

ェ
コ
の
伝
統
的
な
「
ク
リ
ス
マ
ス
用

ク
ッ
キ
ー
」
と
チ
ェ
コ
の
お
い
し
い

ス
ー
プ
を
作
り
ま
す
。

日

時

月
７
日（
日
）

１２午
前

時
～
午
後
２
時

１１

場

所

町
公
民
館

受
講
無
料

講

師
下
野
市
国
際
交
流
員

ウ
ル
リ
ー
ケ
・
エ
ア
メ
ル
さ
ん

お
よ
び
留
学
生

定

員
①
ド
イ
ツ
の
ク
ッ
キ
ー
先
着
５
名

②
チ
ェ
コ
の
ク
ッ
キ
ー
先
着
５
名

③
チ
ェ
コ
の
ス
ー
プ

先
着
５
名

申

込月
３
日
～
５
日
に
町
国
際
交
流

１２協
会
事
務
局
へ
（

月
４
日
か
ら

１２

電
話
可
）

国
際
交
流
サ
ロ
ン
年
末
パ
ー
テ
ィ
ー

近
隣
在
住
の
外
国
の
方
や
主
に
県

内
に
在
住
の
留
学
生
を
招
い
て
、
手

作
り
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、
歌

や
音
楽
の
生
演
奏
を
楽
し
む
年
末
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

世
界
各
国
の
年
末
行
事
・
ク
リ
ス

マ
ス
行
事
な
ど
の
紹
介
を
聞
き
な
が

ら
、
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日

時

月
７
日（
日
）

１２午
後
２
時
～
４
時

分
３０

場

所

町
公
民
館

定

員

名
３０

参
加
無
料

申

込月
５
日
ま
で
に
電
話
か
F
A
X

１２ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
町
国
際
交
流

協
会
事
務
局
へ

キ
ム
チ
づ
く
り
教
室

お
正
月
用
の
キ
ム
チ
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日

時

月

日（
土
）

１２

２０

午
後
２
時
～
５
時

場

所

町
公
民
館

講

師

町
国
際
交
流
協
会
会
員

定

員

先
着

名
１５

受
講
料

５
０
０
円

申

込月
５
日
～

日
に
受
講
料
を
添

１２

１２

え
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ

蕎

蕎

蕎

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
町
公
民
館
内
）撒（

）
４
１
８
８

５７

姉（

）
４
１
９
２

５７

死
い
け
ば
な
の
楽
し
み
方

７
月
の
「
夏
を
楽
し
む
」
に
続
き
、

今
回
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月

花
」
を
い
け
て
み
ま
す
。
７
月
に
参

加
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
も
基
本
か
ら

説
明
し
ま
す
。

講

師

真
瀬
美
智
子
さ
ん

（
国
際
交
流
協
会
会
員
）

日

時

月

日（
日
）

１２

２１

午
後
１
時

分
～

３０

場

所

町
公
民
館

受
講
料

１
人
２
０
０
円

対

象

町
内
・
近
隣
在
住
者

（
外
国
籍
の
方
も
含
む
）

定

員

先
着

名
１５

内

容
代
表
的
な「
い
け
ば
な
の
型
」を
学

び
、
各
自
で
用
意
し
た
器（
花
器
）

に
実
際
に
花
を
い
け
て
み
る

用
意
す
る
物

①
身
近
に
あ
る
花
器
（
花
瓶
、
水
盤
、

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
、
洋
酒
の
空
き
瓶

等
水
の
入
る
器
）

②
ハ
サ
ミ
、
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風

呂
敷
程
度
で
可
）

申

込月
８
日
～

日
に
受
講
料
を
添

１２

１２

え
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
町
公
民
館
内
）撒（

）
４
１
８
８

５７

真
瀬
美
智
子

撒（

）
１
６
７
３

５５

お知らせ

（15）
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農
業
用
軽
油
免
税
証
の
申
請

農
作
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
、
免

税
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

軽
油
引
取
税
が
免
税
に
な
り
ま
す
。

年
分
の
交
付
申
請
を
次
に
よ
り

２１
取
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
希
望
の
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
・
対
象
学
区

産
１
月

日
（
月
）

１９

友
沼
学
区（
松
原
含
む
）

→
午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

南
赤
塚
学
区（
丸
林
西
含
む
）

→
午
後
１
時
～
３
時

産
１
月

日
（
水
）

２１

野
木
学
区

→
午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

佐
川
野
学
区

→
午
後
１
時
～
３
時

※
必
ず
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
忘
れ
る
と
、
直
接
栃
木
県
税
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

受
付
場
所

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

持
参
す
る
も
の

下
表
の
と
お
り

問
町
農
業
委
員
会
撒（

）
４
１
０
９

５７

栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）
３
４
１
６

２３

環
境
に
気
配
り

安
全
安
心
の
農
作
業
を

道
路
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

道
路
で
の
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
農
機
具

で
の
旋
回
は
、
道
路

の
汚
れ
や
破
損
を
招

く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

敷
地
内
で
旋
回
し
環

境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

農
薬
散
布
に
つ
い
て

気
象
条
件
や
時
間
帯
を
考
慮
し
、

周
辺
住
民
・
農
地
へ
の
飛
散
を
防
ぎ
、

適
正
な
用
法
用
量
を
守
り
、
事
前
に

住
民
へ
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

散
布
者
本
人
の
健
康
も
含
め
て
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

除
草
作
業
に
つ
い
て

農
地
を
遊
休
・
荒
廃
さ
せ
る
と
、

病
害
虫
や
火
災
の
原
因
と
な
り
近
隣

農
地
や
住
民
に
不
安
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
除
草
を
行

い
環
境
に
配
慮
し
、
農
地
の
保
全
管

理
と
食
料
自
給
率
の
向
上
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
町
農
業
委
員
会
事
務
局

撒（

）
４
１
０
９

５７

In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

共同で交付申請する場合個人で交付申請する場合

新規及び使用者証書き換えの場合継続の場合新規及び使用者証書き換えの場合継続の場合

①全員の耕作証明書

②免税軽油使用者証

③手数料420円

④全員の印鑑

⑤全員の免税軽油の引き取り

等に係る報告書（他に納品書
または領収書。写しでも可）

※②、⑤は全く新規の方は必要

ありません。

①免税軽油使用者証

②全員の印鑑

③全員の耕作証明書（耕作面積

が変わった場合）

④全員の免税軽油の引き取り

等に係る報告書（他に納品書
または領収書。写しでも可）

①耕作証明書

②免税軽油使用者証

③手数料 420円

④印鑑

⑤免税軽油の引き取り等に係

る報告書（他に納品書または
領収書。写しでも可）

※②、⑤は全く新規の方は必要

ありません。

①免税軽油使用者証

②印鑑

③耕作証明書（耕作面積が変わ
った場合）

④免税軽油の引き取り等に係

る報告書（他に納品書または
領収書。写しでも可）

注
ア
．
免
税
軽
油
使
用
者
証
に
登
録
さ

れ
て
い
る
使
用
機
械
の
入
れ
換

え
、
新
規
購
入
な
ど
で
追
加
の

も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
メ
ー
カ

ー
名
、
型
式
、
馬
力
を
分
か
る

よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

イ
．
今
回
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
は
、

使
用
機
械
の
メ
ー
カ
ー
名
、
型

式
、
馬
力
を
分
か
る
よ
う
に
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ウ
．
共
同
継
続
の
申
請
で
、
使
用
者

証
に
名
前
の
載
っ
て
い
な
い
方

が
加
わ
る
時
は
、
新
規
扱
い
と

な
り
ま
す
。



食
卓
に
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
を

み
そ
づ
く
り
講
習
会

町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

利
用
し
て
、
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、

お
い
し
い
手
作
り
味
噌
が
ご
賞
味
い

た
だ
け
ま
す
。

日

時

１
月

日（
水
）

１４

〃

日（
木
）

１５

〃

日（
金
）

１６

午
前
9
時
～

※

日（
火
）午
後
３
時
か
ら
下
準
備

１３
会

場

町
農
産
物
加
工
施
設

対

象

町
在
住
者

（
４
日
間
参
加
で
き
る
方
）

定

員

先
着

名
１０

参
加
費

５
０
０
０
円

持
参
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

洗
っ
た
長
靴

主

催
町
・
Ｊ
Ａ
お
や
ま
野
木
支
店

申
込
方
法

月

日
～

日
ま
で
に
参
加
費

１２

１７

１９

を
添
え
町
産
業
課
へ

問
町
産
業
課

撒（

）
４
１
５
１

５７

借
金
で
お
悩
み
の
方
へ

宇
都
宮
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重

債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

費
用
は
無
料
で
、
個
人
の
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
後
、
必
要
に

応
じ
法
律
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
気
軽
に
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
日
時

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時

分
～

時

分

３０

１２

１５

午
後
１
時
～
４
時

分
３０

問
財
務
省
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務
所

撒
０
２
８（
６
３
３
）
６
２
２
１

新
春
経
済
講
演
会

ゆ
れ
る
政
局

経
済
の
動
き
を
読
む

読
売
テ
レ
ビ
報
道
局
解
説
委
員
長

岩
田
公
雄
氏
を
招
き
新
春
経
済
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
無
料
で
す
。

日

時

１
月

日（
金
）

２３

午
後
１
時
～
３
時

会

場

町
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

定

員

先
着
１
５
０
名

問
町
商
工
会

撒（

）
２
２
３
３

５５

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

国
土
交
通
省
及
び
県
は
、
町
と
協

力
し
て

月
１
日
を
調
査
期
日
と
し

１２

た
、「
平
成

年
住
生
活
総
合
調
査
」

２０

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、「
住
生

活
基
本
法
」
に
基
づ
く
住
生
活
の
安

定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を

推
進
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
基
礎

資
料
を
得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を

含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態

や
居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
等
を
調

査
す
る
も
の
で
、
５
年
ご
と
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

今
回
野
木
町
で
は
、

月
に
実
施

１０

さ
れ
た
総
務
省
の
「
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
」
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
世

帯
の
中
か
ら
一
定
の
方
法
に
よ
り
無

作
為
抽
出
し
た
約
１
４
４
世
帯
に
調

査
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
両
調
査
の
デ
ー
タ
を
リ
ン
ケ
ー

ジ（
か
け
合
わ
せ
）
し
て
集
計
・
分
析

す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
有
効

活
用
を
図
り
、
今
後
の
施
策
推
進
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
効
果
的
に
得
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

月
７
日
ま
で
の
間
に
、
統
計
調

１２
査
員
が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
・
回
収
い
た
し
ま
す
。
対

象
世
帯
の
皆
様
に
は
、
重
ね
て
お
手

数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
な
調
査
項
目

（
１
）現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
及
び
そ

の
ま
わ
り
の
環
境
の
評
価
に
つ

い
て

（
２
）最
近
の
居
住
状
況
の
変
化
に
つ

い
て

（
３
）住
宅
の
住
み
替
え
・
改
善
の
意

向
・
計
画
に
つ
い
て

調
査
結
果
の
公
表

結
果
は
、
全
国
の
ほ
か
、
大
都
市

圏
内
外
別
、
市
部
郡
部
別
に
ま
と
め

ら
れ
、
公
表
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
報
告

書
に
も
ま
と
め
ら
れ
、
住
生
活
の
安

定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を

推
進
す
る
う
え
で
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
広
く
国

民
一
般
の
利
用
に
供
さ
れ
ま
す
。

問
町
都
市
整
備
課
撒（

）
４
１
６
６

５７

お知らせ

（17）



（18）

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

お
買
い
物
に

野
木
町
の
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の

量
は
年
間
約
６
３
５
７
ト
ン
（

年
１９

度
実
績
）
で
、町
民
１
人
当
た
り
１
日

約
６
７
０
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。
こ

の
内
、
燃
え
る
ご
み
は
約
3
7
0
グ

ラ
ム
で
、
ご
み
の
半
分
を
超
え
て
い

ま
す
。
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
は
、

地
球
環
境
の
保
護
や
限
り
あ
る
資
源

の
有
効
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
が
身
近
で
す
ぐ
に
で
き
る

具
体
的
な
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、
買
い

物
の
際
に
マ
イ
バ
ッ
ク
や
ふ
ろ
し
き

を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
や
過
剰
な
包
装

を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
レ

ジ
袋
１
枚
で
、
約

グ
ラ
ム
の
ご
み

１０

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

受
け
取
っ
た
レ
ジ
袋
は
繰
り
返
し
使

用
し
た
り
、
ご
み
を
出
す
際
に
使
用

し
た
り
と
、
工
夫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
さ
な
取
り
組
み
で
す
が
、
一
人
ひ

と
り
の
協
力
が
、
大
き
な
成
果
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
球

の
環
境
や
資
源
の
こ
と
、
ご
み
の
減

量
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
１

５７

ご
み
分
別
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す

町
で
は
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
、

生
ご
み
は
堆
肥
化
、
燃
え
る
ご
み
は

固
形
燃
料
化
し
て
再
生
利
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
も
資
源
物
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
で
は
、
不
燃
ご
み
の
中
に
、
大

量
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ア
ル
ミ
缶
な

ど
の
資
源
物
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

不
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
資
源
物

は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
も
、
ご
み
を
集
積
所
に
出
す

際
に
は
、
再
度
中
身
を
確
認
し
、
分

別
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
分
別
に
あ
た
っ
て
は
、「
家

庭
ご
み
収
集
計
画
表
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
１

５７

集
団
回
収
で

資
源
の
有
効
利
用
を

町
で
は
限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利

用
を
図
り
、
廃
棄
物
の
減
量
化
と
再

生
利
用
の
促
進
の
た
め
に
、
資
源
物

を
集
団
回
収
す
る
団
体
に
報
奨
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
報
奨
金
は
、
集

団
回
収
し
た
資
源
物
の
重
量
１
茜
に

対
し
て
６
円
で
す
。
団
体
は
、
事
前

に
町
に
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

捨
て
れ
ば
ご
み
で
も
、
集
め
れ
ば
資

源
で
す
。
集
団
回
収
で
資
源
の
再
生

利
用
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

産
団
体
の
資
格

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
営
利
を
目
的
と
し

な
い
団
体

産
回
収
す
る
資
源
物

町
内
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
の
う

ち
、
資
源
と
し
て
再
生
利
用
で
き

る
紙
類
、
ビ
ン
類
、
金
属
類
、
布

類
な
ど

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
１

５７

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
融
資
制
度

対

象
こ
れ
か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方

融
資
限
度
額

２
０
０
万
円

融
資
利
率

年
１
・
７
％

（
保
証
料
別
途
）

償
還
期
間

年
以
内

１０

償
還
方
法

元
利
均
等
毎
月
返
済
方
式

（
ボ
ー
ナ
ス
時
の
増
額
返
済
併
用
可
）

問
県
環
境
森
林
政
策
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）
３
１
８
７

停
電
事
故
防
止
の
お
願
い

風
で
飛
び
上
が
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
や

ネ
ッ
ト
が
電
線
に
接
触
し
て
停
電
事

故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
農

事
用
ビ
ニ
ー
ル
、
防
虫
ネ
ッ
ト
な
ど

の
送
電
線
へ
の
飛
来
付
着
等
に
よ
る

停
電
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
使

用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
回
収
し

て
く
だ
さ
い
。
使
用
中
の
も
の
は
、

飛
散
し
な
い
よ
う
に
も
う
一
度
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

故
意
や
過
失
に
よ
り
送
電
線
に
付

着
し
停
電
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

被
害
を
受
け
た
方
か
ら
責
任
を
問
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
東
京
電
力
㈱
下
館
支
社

撒
０
２
９
６（

）
３
８
６
０

２５

In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ



寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り

ま
し
ょ
う

冬
に
な
る
と
、
寒
波
の
た
め
に
家

庭
の
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
水
道
は
、
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
１
℃

～
２
℃

以
下
に
な
る
と

凍
結
し
ま
す
。
凍
結
し
そ
う
な
所
に

あ
る
水
道
は
早
め
に
冬
支
度
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

ま
た
、
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き

は
、
補
助
止
水
栓
を
締
め
て
お
く
と

破
裂
し
て
も
漏
水
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

産
予
防

蛇
口
や
水
道
管
に
保
温
材
を
取
り

付
け
て
寒
さ
か
ら
守
る
こ
と
が
一
番

で
す
。
保
温
材
は
、
簡
単
に
取
り
付

け
の
で
き
る
市
販
品
も
あ
り
ま
す
が
、

家
庭
に
あ
る
毛
布
や
厚
手
の
布
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で
も
十
分
で
す
。

保
温
材
を
巻
き
つ
け
て
、
さ
ら
に
水

に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

産
応
急
処
置

凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、
自

然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、
お
湯
を

か
け
て
解
か
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

お
湯
を
か
け
る
場
合
は
、
蛇
口
を
開

け
て
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を

か
ぶ
せ
て
、
蛇
口
に
近
い
ほ
う
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く

だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
ま
す
と

破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
破
裂
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
補
助
止
水
栓

を
締
め
て
水
を
止
め
ま
す
。
そ
し
て

水
道
公
認
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

公
認
工
事
店
は
町
上
下
水
道
課
へ
、

古
河
市
給
水
区
域
の
方
は
、
古
河
庁

舎
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）
４
１
９
４

57

古
河
市
古
河
庁
舎
水
道
課

撒（

）５
１
１
１

２２

栃
木
県
最
低
賃
金
の
改
正

栃
木
県
最
低
賃
金
が

年

月

２０

１０

２０

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額

６
８
３
円

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

最
低
賃
金
外

使
用
者
も

労
働
者
も

問
栃
木
労
働
局

撒
０
２
８（
６
３
４
）
９
１
０
９

お知らせ
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工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
上
下
水
道
課撒

（

）
４
１
６
５

５７

問
町
都
市
整
備
課撒

（

）
４
１
５
７

５７

加 加加加加加加加加加加加加加加加 工
事
中
は
、
通
行
等
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

友友
沼
橋
歩
道
設
置
工
事

友
沼
橋
歩
道
設
置
工
事
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

工

期

月

日
～
３
月

日

１２

１５

１９

※
終
日
車
両
通
行
止
め

※
歩
行
者
・
二
輪
車
は
通
行
可
能

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
都
市
整
備
課

撒
（

）
４
１
５
７

５７
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古
河
市

算
古
河
提
灯
竿
も
み
ま
つ
り

古
河
市
の
伝
統
行
事
で
あ
り
、
関
東
の
奇
祭
と

い
わ
れ
て
い
る
「
古
河
提
灯
竿
も
み
ま
つ
り
」
は
、

初
冬
の
夜
を
熱
気
で
包
む
豪
快
な
ま
つ
り
で
す
。

日

時

月
６
日
（
土
）

午
後
４
時
～
９
時

１２

場

所

横
山
町
お
祭
り
特
設
会
場
（
よ
こ
ま
ち
柳
通
り
）

問
古
河
市
観
光
協
会

撒
（

）
１
８
１
１

９１

北
川
辺
町

算
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

野
木
町
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。
初
回
貸
出
時

に
は
氏
名
や
住
所
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

※
金
・
土
曜
は
午
後
７
時
ま
で
。月
曜
・
月
末
休
館
。

問
北
川
辺
町
立
図
書
館
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
の
り
内
）

撒
（

）
４
４
０
０

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

貸
出
期
間

貸
出
数

日
間

１５

５
冊
以
内

図

書

５
組
以
内

紙
芝
居

８
日
間

３
誌
以
内

雑

誌

２
点
以
内

視
聴
覚
資
料

h
ttp
://w
w
w
.lib
rary.kitakaw

ab
e.saitam

a.jp
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毅
毅

毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅

就学を迎えるにあたって

４月から小学校へ入学するお子さんを

お持ちの保護者の皆さん、少しずつ準備

をされていることと思います。初めてお

子さんを小学校へ入学させる方は、不安

もいっぱいあるのではないでしょうか。

就学を迎えるにあたって一番大切なこ

とは、生活のリズムを整えてあげること

です。保育所にも「昨日は、１０時まで起き

ていたよ」「ぼくは１１時までだよ」と、夜遅

くまでテレビを見ていて朝起きられなく

なってしまった子どもが何人か見受けら

れます。学校が始まってからではなく、今

のうちから早寝早起きの習慣を身につけ

られるようにしてあげましょう。

次によく心配されるのが“文字”や“数”

の問題です。自分の名前くらいはフルネ

ームで書くことができるようにしておい

た方が良いですね。保育所でもしりとり

やカルタなどの遊びをとおして簡単な文

字指導は行っています。数についても玉

入れやお買い物ごっこの遊び、積み木・ブ

ロックのあと片づけをするなかで、自然

に数や形の認識が深まっていくような指

導も行っています。

また、小学校に入ると大切なのが“座っ

て人の話を聞くこと”です。授業とは基本

的に人の話を聞くことです。保育の中で

も絵本や紙芝居の時間は、“聞く”ことに

集中する良い習慣を育む場となっていま

す。

最後に、お家の人や保育士の手助けに

よって行ってきた日常生活も、入学する

と全部をお子さんひとりでやらなければ

ならなくなってしまいます。何でもやっ

てあげるのではなくて“ひとりで出来る”

という自信を持たせてあげて、就学への

期待を膨らませてあげましょう。

丸林保育所保育士 小泉純子

（21）

おすすめの一品！

伝えたいお母さんの味

「油揚げの三色煮」

算材料（4個分）

・油揚げ（いなり用）…2枚

・にんじん…中１/２本 ・卵…２個

・ほうれん草…１/３～１/２把

＜調味料＞

・みりん…大さじ1 ・砂糖…大さじ2

・酒…大さじ1 ・しょうゆ…大さじ２弱

算作り方

①油揚げは、短い方の一辺を５mm程切り

落とし、中を開く。寿司用の物を使うと中

が開いているので便利。

②にんじんは４cm長さの千切り、ほうれ

ん草は茹でて、４cm長さに切る。卵は1個

ずつ割っておく。

③縦長の袋状の油揚げに、ほうれん草の

１/２量を指で少し押し加減にして袋の

半分近くまで詰める。次に卵をそっと入

れる。次ににんじんの１/２量を油揚げの

上部１cm程の所まで卵をつぶさないよ

うに入れ、開き口を楊枝またはスパゲテ

ィで閉じる。同様にしてもう一つ作る。

④鍋に水カップ2杯と調味料を入れ煮立

ってきたら、③を入れ中火でふたをして

15分ほど煮る。途中６～7分したら裏返

し、煮汁が少し残る程度に煮上げる。

⑤少し冷めてから斜め半分に切り、楊枝

を抜き取る。緑、黄、オレンジの彩りのき

れいな煮物の完成。器に断面が見えるよ

うに盛り付け、煮汁をかける。

町食生活改善推進員会

（1個分）
エネルギー 151kcal
タンパク質 8.0g
脂質8.2g
炭水化物10.0g
カルシウム80mg
鉄1.8mg
塩分1.6g



恭新橋児童館

算親子でヨガ外

お子さんと一緒にリラックスして

みませんか。日頃の忙しさを１時間

だけ忘れてみませんか。

日 時 １２月６日、１３日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児とその保護者／１５組

参加料 ５００円（親子で）

申 込 児童館へ（電話可）

算ふれあいクリスマス会

みんなで楽しくクリスマスを楽し

みませんか。歌、踊り、食べ物、お

土産あり♪サンタさんが新橋にやっ

てくる鎧お友だち同士の参加も大歓

迎です。

日 時 １２月２０日（土）

午前１０時～正午

対 象 全児童とその保護者

４０名程度

参加料 １人１５０円

申 込 参加料を添え児童館へ

(電話不可)

※定員になり次第終了。早めのお申

し込みをおすすめします

算新春鎧もちつき大会

昨年も大好評だった「もちつき大

会」を今年もやりますよ外お餅を自

分でついて1年の健康を祈りましょ

う。ご家族での参加をお待ちしてい

ます。

期 日 １月６日（火）

対 象 全児童とその保護者

４０名程度

参加料 １人１００円

申 込

１２月２６日までに参加料を添え児童

館へ（電話不可）

※定員になり次第終了。

算新橋福袋

新企画外児童館らしい福袋はいか

がですか。どこにもない新橋オリジ

ナル。楽しみが膨らみませんか骸完

全予約制です。

日 時 １月５日（月）

午前１０時

対 象 幼児

限定数 ２０個

※材料費を１個につき１００円いただ

きます。

申 込

１２月２０日～２６日に材料費を添え児

童館へ（電話不可）

茅 茅 茅

恭あかつか児童センター

算ママの時間

マカロニを使ったクリスマスリー

スを作ります。いろいろなマカロニ

を並べて貼るだけ。お子さんは、近

くで遊んでいられます。

日 時 １２月８日（月）

午前１０時３０分～正午

参加費 ２００円（材料費）

対 象 幼児と保護者

申 込

１２月４日までに参加費を添え児童

センターへ（電話不可）

算ふれあいクリスマス会

楽しいひとときを一緒に過ごしま

せんか。

日 時 １２月１３日（土）

午前１０時３０分～正午

対 象 小学生／１５名

参加費 １５０円

申 込

１２月１１日までに参加費を添え児童

センターへ（電話不可）

算たのしいクッキング

ピーチタルトを作りま～す。

日 時 １２月２０日（土）

午前１０時～正午

対 象 小学生／３０名

参加費 １００円

申 込

１２月１８日までに参加費を添え児童

センターへ（電話不可）

算オセロ大会

新年最初の勝負をしましょう。

日 時 １月６日（火）

午前１０時～正午

対 象 小学生以上の児童

参加無料・申込不要

茅 茅 茅

恭合同イベント

算プラネタリウムへＧＯ外

冬になり星がとってもきれいな時

季になりました。星を見にプラネタ

リウムへいきませんか。

日 時 １２月２６日（金）

行 先 栃木県こども総合科学館

対 象 小学生以上／３０名程度

参加料 １２００円

申 込

１２月１日～１９日に参加料を添え児

童センターまたは児童館へ

（電話不可）

（22）
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Topics～町の話題・投稿～

ま
た
町
は
、
循
環
型
社
会
の
推
進

を
目
的
に
、
小
山
市
・
小
山
農
業
協

同
組
合
と
食
用
菜
種
の
栽
培
や
廃
食

油
の
回
収
、
バ
イ
オ
デ
ィ
―
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）化
な
ど
の
情
報
交
換
や

交
流
を
進
め
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

月

日
、町
内
の
畑
で
、町
農
村

１０

１８

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
（
代
表

老
沼
光
子
さ
ん
）主
催
の
さ
つ
ま
い

も
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、さ
つ
ま
い
も
掘
り
を

楽
し
ん
だ
後
、蒸
か
し
い
も
な
ど
に

舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら
生
産
者
と

の
交
流
を
深
め
、収
穫
の
秋
の
一
日

を
満
喫
し
た
よ
う
で
す
。

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、農

家
の
お
母
さ
ん
方
の
グ
ル
ー
プ
で
、

現
在
６
名
の
会
員
で
地
元
農
産
物
を

使
っ
た
料
理
の
講
習
会
を
催
し
た
り
、

産
業
祭
な
ど
の
町
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
を
し
て
活
動
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、も
っ
と

会
員
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
現
在
新

会
員
を
募
集
中
と
の
こ
と
で
す
。活

動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、代
表
の
老

沼
さ
ん
（
撒

‐
２
３
０
４
）
ま
で
連

５６

絡
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

非
農
家
の
お
母
さ
ん
も
大
歓
迎
と
の

こ
と
で
す
。

三
世
代
交
流交

通
安
全
を
学
ぶ
外

月

日
、
友
沼
小
学
校
で
『
世

１０

１８

代
間
交
流
交
通
安
全
教
室
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、

親
世
代
が
一
堂
に
会
し
た
場
で
、
相

手
へ
の
理
解
と
思
い
や
り
を
深
め
な

が
ら
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

世
代
を
超
え
地
域
全
体
で
交
通
事
故

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
山

地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部
会
野
木

支
部
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

当
日
は
、
７
世
帯

名
が
参
加
さ

１９

れ
、
安
全
運
転
講
習
と
学
科
試
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
や
祖

父
母
を
対
象
に
自
転
車
の
実
技
試
験

も
行
わ
れ
自
転
車
免
許
証
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
女
性
部
会
手
づ
く

り
の
お
い
し
い
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
ス
タ
ー
ト

町
は
「
や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に

満
ち
た
明
る
い
町
」
を
合
言
葉
に
、花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。ま

ず「
四
季
の
花
」の
ひ
と
つ
と
し

て
、
菜
の
花
の
種
ま
き
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
民
農
園
予
定
地
と
旧
役
場
跡
地
の

２
か
所
で
行
い
ま
し
た
。
種
は
「
菜

の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い

る
小
山
市
か
ら
食
用
油
に
適
し
た

「
キ
ザ
キ
ノ
ナ
タ
ネ
」
５

を
分
け
て

kg

い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
は
ひ
ま
わ
り
、

秋
は
黄
花
コ
ス
モ
ス
、
冬
は
ロ
ウ
バ

イ
や
水
仙
な
ど
を
植
え
、
一
年
を
通

し
て
供
黄
色
い
花
の
つ
な
が
り
僑
で

町
内
の
一
体
感
を
広
め
て
い
き
ま
す
。

わぁ～外
大きないもだぁ鎧
～アグリツアーin野木～

10/22菜の花の種贈呈式

小山市長から町長へ

10/31種まき作業
種や球根の提供もありました。
ありがとうございました。

東
京
電
力
か
ら
防
犯
灯
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

月

日
、
町
長
室
に
お
い
て
、

１０

２８

東
京
電
力
㈱
栃
木
南
支
社
よ
り
地
域

協
力
活
動
の
一
環
と
し
て
防
犯
灯
が

基
寄
贈
さ

２０れ
ま
し
た
。

こ
の
防
犯

灯
は
町
内
の

要
望
箇
所
へ

順
次
設
置
す

る
予
定
で
す
。
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Topics～町の話題・投稿～

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
双
光
章

～
地
方
自
治
功
労
～

元
野
木
町
議
会
議
長

瑞
宝
単
光
章

～
消
防
功
労
～

元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
補

元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
補

～
関
東
地
区

ガ
ス
事
業
社

２６熱
量
変
更
支
援
業
務
～

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を

集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
外

世
界
の
子
ど
も
た
ち
にワ

ク
チ
ン
を
外

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
運
動
」
と
し
て
７
月
か
ら
町

体
育
セ
ン
タ
ー
や
町
公
民
館
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

を
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
海
外
の

子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
提
供
す

る
運
動
で
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
プ
は
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取
っ
て
い
た

だ
き
、
収
益
は
「
世
界
の
子
ど
も
に

ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会
」
に
寄
付

し
ま
す
。
委
員
会
は
東
南
ア
ジ
ア
を

中
心
に
、
ポ
リ
オ
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン

を
贈
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
回
収

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
外

町
政
へ
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
提
案
や
ご

意
見
は
、
担
当
課
へ
回
付
し
、
今
後
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
所
・
氏
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
、
担
当

課
で
検
討
し
ご
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

内
容
に
よ
り
ま
し
て
は
電
話
や
面
談
で
の
説
明

等
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

撮
お
手
紙
で

宛
先
〒
３
２
９
‐
０
１
９
５
（
住
所
不
要
）

野
木
町
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
行

撮
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

姉
０
２
８
０（

）
４
１
９
０

５７

撮
メ
ー
ル
で

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
「
ご
意
見
箱
」
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
企
画
財
政
課

撒
（

）
４
１
２
９

５７

投
稿

野
木
俳
句
会

生
姜
湯
の
喉
に
や
さ
し
き
子
規
忌
か
な

石
川

和
子

寒
暖
計
ス
ト
ン
と
降
り
萩
の
花

さ
が

石
塚

初
栄

拘
っ
て
自
問
自
答
や
雲
の
峰

こ
だ
わ

荻
澤

う
め

仕
舞
湯
や
空
ろ
心
に
虫
時
雨

う
つ

軽
部

榮
子

紫
陽
花
に
沈
み
怠
惰
の
午
後
送
る

倉
持

太
一

湿
原
の
扉
を
開
け
る
夏

鶯
う
ぐ
い
す

下
島

克
己

若
者
の
迷
走
ひ
ぐ
ら
し
な
き
く
ら
す

田
村

行
子

ひ
と
り
で
も
わ
が
美
意
識
の
新
豆
腐

藤
間

雅
江

十
六
夜
や
切
字
の
よ
う
に
鯉
は
ね
る

中
島

伊
都

聞
く
耳
を
持
つ
友
の
居
て
吾
亦
紅

わ
れ
も
こ
う

伏
木

吉
井

今
日
も
ま
た
会
に
来
る
か
な
赤
ト
ン
ボ

宮
内

政
市

気
配
な
き
川
音
の
秋
唄
い
出
す

山
崎

と
き

拾
う
命
捨
て
た
戦
の
終
戦
日

吉
田
研
二
郎

ま
た
帰
燕
街
角
に
ジ
ャ
ズ
流
れ
お
り

秋
元

幸
治

岩
いわ

﨑
ざき

宏
ひろ

之氏
ゆき

（７１歳）

佐川野下の４

石
いし

川
かわ

清氏
きよし

（６６歳）

北 斗

二
に

藤
と

部
べ

薫氏
かおる

（６６歳）

丸林東中１

渡辺
わたなべ

与四郎氏
よ し ろう

（６１歳）

新橋西３

町内の犯罪発生件数

3空き巣

月
累
計

１０ 0自動車盗

1車上ねらい

2自転車盗

17
(-11)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２０

4
(-20)

自動車盗
（増減）

20
(-17)

車上ねらい
（増減）

29
(-9)

自転車盗
（増減）

町内の交通事故

9件数

月
累
計

１０

0死者

9傷者

88
(-19)

件数
（増減）
年
累
計
（
前
年
比
）

２０

1
(-1)

死者
（増減）

106
(-27)

傷者
（増減）

町内の救急出場

73
出場
件数

月
累
計

１０

67
搬送
人員

507
(6)

出場
件数
（増減）
年
度
累
計
（
前
年
比
）

２０

455
(0)

搬送
人員
（増減）

１１月１日現在

人口男12,690人

女12,969人

計25,659人

世帯数 8,955

今月の納期

第４期
第６期
第６期

第６期

固 定 資 産 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後 期 高 齢 者
医 療 保 険料

町の人口
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ギャラリー

６０歳まで三和町で杉や桧などの苗木販売会社を経営

していた。「苗の品質と信用第一の商売を心がけたね」と

回顧する。引退後は、知り合いが多かったため野木町に

住む。「もう２５年になるね」。その間には自治会長も経験

した。「皆さんに助けてもらったから」と、ご謙遜。

お医者さんからは「悪いところは一切なし」とのお墨

付きをもらう。「健康には粗食が一番」と、肉食わず、魚

食わずの徹底したベジタリアン。３０分の散歩も日課に

する。青春１８きっぷフル活用の歴史探訪（ぶらり途中下

車）の旅が楽しみのひとつ。鎌倉や長野まで足を伸ばす。

まさに今が青春外

平
成

年

月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
４
７
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

〒
３
２
９
―
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）
４
１
１
７

２０

１２

５７

１２月に入るとしばしば霜が降ります。霜化粧にな

り感動、シャッターを押す・・・。

撮影場所：渡良瀬遊水地付近

何か趣味を持ちたいと思っていたところ、

書店で粘土（ＤＥＣＯ）の本が目に留まり

ました。とても興味が湧き、「私も作ってみ

たい」と決心し、教室に通い始めました。

不器用な私が、粘土を丸めて伸ばし、細

工棒などを使って、四苦八苦しながら作品

づくりに挑戦しています。何度も色を重ね

ながら、透明感や深い色を表現します。そ

の過程ではいつも驚きや感心そして発見が

あります。作品が完成したときの喜びはひ

としおです。先生のご指導のもと、楽しい

レッスンの日々です。


